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49 93 144 155 219 317 462 107 217 176 191 240
グラフ１　ロシアの茶輸入量
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出典：А. Н. Хребтов, Чай: В историко-географическим, ботаническом и физиологическом 









はイヴァノフ Иванов、オクロフ Окулов、トクマコフ Токмаков36の３商人が湖北省の崇陽
（Цунян, C'hung-yang）において共同で茶の加工用工場を借り、そこで磚茶製造を開始し
た37。茶の輸入専門商社として「オボーリン・トクマコフ商会」が設立され、漢口、揚子
江沿いを基盤に茶の輸入に従事した38。同年には「リトヴィノフ商会 S.W. Litvinoff & Co」
も設立された。後にトクマコフはオボーリンとの提携を解消し39、1866年に「トクマコフ・
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表1　中国におけるロシア商人所有の製茶工場（1869年）
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Т.4（С-Я） К.2, Новосибирск, 1998. С.9-10. 
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図２　ポノマリョフ工場のタブレット茶、その他の宣伝パンフレット
出 典：П. А. Пономарев, Русская фабрика, Плиточный чай первой русской 
фабрики в Китае, П. А. Пономарева в Ханкоу, испробованный, одобренный 
и рекомендованный Военным министерством и ординарным профессором 
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グラフ２　イルクーツク税関経由の茶と関税収入
出典：Краткий очерк возникновения, развития и теперешняго состояния наших торговых 




出典：Статистическия сведения об оборотах сухопутной торговли России с Кмтаем через Кяхту с 













































































53　ОПИ ГИМ, Ф.122, Оп.1, Д.63, Л.10 -об., 17, 19 -20об., 23 -24.
図３　ロシアの茶貿易ルート
出典：А. П. Субботин, Чай и чайная торговля в Росии и других государствах. 




























55　И. А. Соколов,Чаеторговцы Российской империи; Биографическая энциклопедия, С.62-67.
56　Brandt Circular, Bt 1/1/12（December 1884-December 1886）
57　S. Thompstone, “Brandt, Augustus Ferdinand,” Oxford Dictionary of National Biography, 25 May 2006 
（https://doi.org/10.1093/ref:odnb/48862）



































1901 1902 1903 1904 1905
新泰（Xin-tai） トクマコフ・モロトコフ商会 54,788 57,172 110,541 78,364 106,378
阜昌（Fu-chang） モルチャノフ・ペチャトノフ商会 122,110 76,135 96,200 108,732 97,760
順豊（Shun-feng） リトヴィノフ商会 98,449 85,979 69,805 73,889 80,322
百昌（Bai-chang） ポポフ兄弟商会 52,201 51,507 52,379 57,839 16,483
源泰（Yuang-tai） ナクヴァシン・ヴェルシャニン商会 8,188 15,064 20,474 15,810 3,504
巨昌（Chu-chang）不明 14,424 18,270 10,495 ― ―
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戦後の政治的変動によって断絶した。清朝滅亡と中華民国およびソ連の成立、その後の満
蒙問題の発生という政治変動は、ソ連・中国間に「帝国」とは異なる新たな政治的・経済
的関係の構築をもたらした。
　以上、1860年代以降におけるロシアと清の茶貿易について検討した。その歴史的経緯
から判明するのは、19世紀後半におけるロシア商人の製茶業は非常に活発であり、世紀
末には中国人仲介業者に依存していたイギリス商人の中国茶取引を凌駕し、ドイツ系ロシ
ア商人として活動したヴォガウ家などの外国系商人を通じ、ロシア商社の茶貿易が海陸に
よる広範な茶貿易ルートを形成したことである。
　ヴォガウのような外国系商人の活動は目立つだけでなく、実際に大きな事業に成長して
いるが、ポポフ商会のようにフランスとつながりを保ちながらヨーロッパ市場に積極的に
進出したロシア商社も存在した。漢口で最も大きなロシア商社を経営したトクマコフの名
も茶貿易資料に頻繁に登場する。これらのネットワークを見る限り、李今芸氏が指摘する
ようにロシア商人が「ロシア市場にしか関心を持たなかった」というのはいささか実態と
異なるのではないだろうか。彼らは「ロシア市場にしか関心を持たなかった」というより
も、イギリス商人らの力が強かった中国市場で制約を受けつつ、キャフタ貿易によって
それまで蓄積した商業知識や経験を活かし、1860年代以降の漢口市場へ食い込むことで、
その利益を確かなものにした。辛亥革命の時点でロシア商社の活動はそこまで打撃を受け
なかったが、ロシア革命の勃発はロシア商社の基盤を完全に崩壊させ、社会主義政権の確
立が「自由な企業活動」そのものを終焉させた。しかしすでに喫茶慣習が定着していたロ
シアの貿易の矛先はその後インド市場などへ向い、新たな茶の輸入先を開拓した。つまり、
露清間の茶貿易終焉の要因はロシア・清両帝国でほぼ同時期に起こった革命であり、必ず
しも商人側の「関心」だけの問題ではなかった。
　この問題から浮かび上がるのは、世界経済緊密化の延長線上で「ロシア帝国」の商人の
経済ネットワークがグローバル化したこと、イギリスなどヨーロッパ諸国の商人との競争
関係、ロシア商人・外国商人（特にドイツ系商人）それぞれの得意分野の住み分けによる
貿易構造の変化、急激な技術・製造業の近代化、ないしはヨーロッパ化である。これは
外国商人に依存していた18世紀のロシア貿易の在り方とは根本的に異なる、新しい貿易
構造の出現であった。中国市場との関係は天津条約以降により複雑化し、海陸ルートによ
る貿易が活発化した。現在も「海洋国家」ではなく「大陸国家」と見なされるロシアはイ
ギリス、アメリカ合衆国のような海運業から大きく出遅れていたが、19世紀後半に確立
したロシア商人の活動はユーラシア大陸全体を包摂する広がりを持っており、けして狭い
範囲にとどまっていたわけではない。
　しかしロシア商人の活動は社会主義国家ソ連の成立という体制転換と、それに伴う社会
的混乱に対応することができなかった。それと同時に、こうしたグローバル化の流れを中
『北東アジア研究』別冊第４号（2018 年９月）
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断・停滞させたのは第１次世界大戦と革命によって生じた世界経済の構造変化であった。
ここにロシア商人を含む貿易商たちが持ちはじめていた経済的越境性と、それを妨げる政
治的限界が存在したのである。
　本稿は科研費基盤研究C「近代ユーラシアにおけるロシア商人と茶貿易」（代表：森永
貴子、2013 -2015年）および、科研費基盤研究C「19世紀ロシア茶貿易とグローバル市場：
会計帳簿の分析」（代表：森永貴子、2017-2019年）の研究成果である。
　また本稿執筆にあたり、中国の地名・商社名との照合について、同僚である立命館大学
文学部東洋史学専攻教授・井上充幸氏に助言をいただいた。この場を借りて深く感謝を述
べたい。
キーワード　キャフタ、漢口、湖北省、製茶工場、ロンドン、磚茶、モスクワ商人、ドイ
ツ系商人
